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【趣 旨】 
本報告書は、AI やデジタル技術の進展を受けた社会の変化に対応し、甲子園短期大

学の教育の質の向上を図るため実施されている各授業において、AI やデジタル技術の

使用状況等を客観的に点検・評価することを目的として作成するものである。 

 

 

【目 的】 
AI やデジタル技術の適切な活用を推進するために、現状の取り組みや実施状況を明

確にし、今後の改善方針を明らかにすることを目的とする。 

 

 

【令和７年度点検・評価の対象】 
『IT 技術Ⅱ（全学科開講）』を中心に、AI やデジタル技術を取り扱う授業について、

それぞれの履修学生の学習成果および学生による授業アンケートを対象とした。 

 

 

【評価結果の判定】 
評価結果に基づき、以下の 4 段階の評価レベルで判定を行った。 

 ④ 優れた点であり、目標は充分に達成できた 

 ③ 良い点があり、目標は概ね達成できた 

 ② 目標達成が不十分であり改善点がある 

 ① 目標がほとんど達成されていない 

 

 

【点検項目 1】 
AI・デジタル社会と活用は、本学の建学の精神と教育目的に合致している。 

＜評価＞ 

建学の精神は、あらゆる生活並びに行動の基本で、これからの AI 化時代にも必要と

される理念であり、専門の職業に従事し社会の発展に貢献できるプログラムである。AI・

デジタル社会と活用を導入することは建学の精神を推進することにつながる。 

評価④ 

 

【点検項目 2】 
AI・デジタル社会と活用の取組みは充分である。 

＜評価＞ 

昨年度と同様に「IT 技術応用Ⅱ」「映像とデジタル表現」「IT 技術応用Ⅰ・Ⅱ」と

いった授業を全学的に実施している。 
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こうした授業を通じ、ＡＩ・デジタル社会と活用について、専門的知識や技能を実践

的場面で活用できる内容を中心に扱っており、また昨年度の授業を踏まえながら、分か

りづらかった箇所を工夫するなどして授業改善にも取り組んでいる。 

評価④ 

 

【点検項目 3】 
評価結果を学内および社会に公開している。 

＜評価＞ 

本学のホームページに掲載している。 

評価④ 

 

【点検項目 4】 
学習成果と達成目標が適切な方法で成績評価が行われているか。 

＜結果＞ 

成績の基準と評価手段は講義概要（シラバス）に明確に記載されており、評価は厳正

に行われている。特に「IT 技術Ⅱ」では、ＡＩの活用方法に関するレポートの作成や、

簡単な統計分析を実際に行う課題等を通じて、成績評価を行っている。また「映像とデ

ジタル表現」などでは実際に各種ソフトウェアを用いてオリジナルの制作物を作成し、

評価に含めている。ただし、実際のソフトウェアを操作することが中心であるため、筆

記試験を実施していない。よって授業内で扱った知識をどの程度身につけているのか

（覚えているのか）という点については評価しきれていない部分がある。 

評価③ 

 

【点検項目 5】 
AI・デジタル社会と活用を支える人的、物的資源を整備している。 

＜評価＞ 

情報機器ならびに設備については、計画的に更新している。情報処理演習室 1（203

教室）は、OS のバージョンアップ、ソフトウェアインストール等を行った。特に OS

のサポートが終了する端末については、授業が実施されていない時期を利用して更新を

行い、セキュリティの確保にも努めている。 

また、ラーニング・コモンズでは、学生が主体的な学びを通じて、問題解決能力の向

上や発信力のスキルアップ等に努めている他、学生や教員からの要請に応じ、ソフトウ

ェアのインストール等も適宜行っている。 

評価④ 
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【その他】 
＜IT 技術Ⅱ授業アンケート結果＞ 

「IT 技術Ⅱ」の第 1 回目（欠席者は第 2 回目の冒頭）と第 15 回目の授業時間内に授

業アンケートを行った。アンケートは成績に全く含まれないことを明示したうえで、Ａ

Ｉやデータサイエンスの必要性・興味関心など複数の項目について尋ねた。また第 1 回

目では学生のＡＩの使用実態についても調査を行った。その結果、ChatGPT をはじめ

とする複数のＡＩを既に様々な場面で使用している実態が明らかとなった。また「デー

タサイエンスという言葉に興味がありますか」という質問は事前 1.67 に対し、事後 2.23

と向上が見られた（1：全く興味がない～4：とても興味がある の 4 件法にて回答）。

「IoT という言葉に興味がありますか」という質問は、事前 1.42 に対し、事後 2.15 と

向上が見られた。このような用語は、単に用語の意味を説明するだけでなく、例えば IoT

の実例を示したり、簡単なデータサイエンスを体験させてみたりと、より身近に感じさ

せる工夫を取り入れたことがこの結果につながったものと考えられる。 

 

 

【最終評価】 
以上を踏まえると、改善の余地はあるものの、本学における AI やデジタル技術の適

切な活用や、AI・デジタル技術に関する授業は適切に展開できていると、結論付けられ

る。 


